しづかな 画家 

だれでも みて ゐ るな、 

わたし は ひとりぼっちで 描く の だ、 

これ は ひろい 空 しづかな 空、 

わたしの ハイ. ロマンス を この 空へ 描いて やらう 

うつくしい もの 

わたしみ づ からのな かで もい い 



わたしの 外の せかいでも いい 

どこに か 「ほんとうに 美しい もの」 は ない のか 

それが 敵で あっても かまわない 

及びが たくても よい 

ただ 在る とい ふこと が 分リ さへ すれば、 

ああ ひさしく も これ を 追 ふに つかれた こころ 

一 群の ぶよ 

いち 群の ぶよが 舞 ふ 秋の 落日 

(ああ わたし も いけな いんだ 



他人 も いけな いんだ) 

ま やまやま やと ぶよが くるめく 

(吐息ば かりして くらす わたしなら 

死ん ぢ まった ほうが いいの かしら) 

鋭と ちょうち よ 

鉛 のなか を 

ちょうち よが とんで ゆく 

花に なりたい 



つるぎ は しづかで ぁリ 

ひと 

つるぎ を もつ 人 は しづかで ある 

すべて ほのほの ごとく しづかで ある 

やる か P 

なんどき 斬リ こんで くる かわから ぬの だ 

つぼ 

壺 のよう な 日 

壷の ような 日 こんな 日 

宇宙の こころ は 

きざ 

彫みたい！ とい ふ 衝動に も だへ たで あらう 



この すとう ぶの 怪！ 寂！ 

ほそい がらす 

ほそい 

力 >りす 力 

びいん と 

われました 

葉 



むかし、 混沌 は さぶ し かった 

虚無 は 飢えて きたの だ 

いちまつ 

ある 日、 虚無の 胸の かげの 一 抹が 

アム ブロ ウジ アル 

すうつ と 蠱 惑 の 窮翠に ながれた 

m ちせ 

やがて、 ねぐるしい ある 夜の 盗汗が 

四月の 雨に あらわれて 青に ながれた 

白き 響 

さく、 と 食へば 



魚 か、 さあれ 

しづけ き うみ 

わが も だせば 

みづ 満々 と みちく 

あまりに 

さぶ し 

蝕む 祈り 

うちけ、 i る 



はてしなく 、さなで をす る 

わが 身 を お ほふ 真珠の そら 

朝の あやう さ 

すずめ 力 と、 <? 

いちじるしい あやう さ 

はれわた りたる 

この あさの あやう さ 



止まった 懐中時計、 

ほそい 三つの 針、 

白い 夜 だのに 

丸い かほの お まへの うつろ、 

う、、， J け う、 一 J け 

うごかぬ お まへ が こわい 

鳩が 飛ぶ 

あき 空 を はとが とぶ、 

それでよ い 



それで いいの だ 

草に すわる 

わたしの まちが ひだった 

わたしの まちが ひだった 

こうして 草に すわれば それが わかる 

夜の 空の くらげ 

< らげ くらげ 



キ— ッに 寄す 

うつくしい 秋の ゆ ふぐれ 

プロ ファイル まぼろし 

恋人の 白い 横 顔 I キ— ッの 幻 

はらへ たまって ゆく かなしみ 

かなしみ は しづかに たまって くる 

しみじみと そして なみなみと 

たまりた まって くる わたしの かなしみ は 



みよ！ 微笑が いかって ゐる ではない か 

寂寥、 憂愁、 哄笑、 愛慾、 

ひとつと して 怒って をらぬ ものが あるか 

ああ 風景よ、 いかれる すがたよ、 

なに を そんなに 待ちくたびれて ゐる のか 

大地から 生まれ いづ る 者 を 待 つの か 

雲に 乗って くる 人 を ぎょう 望して 止まない のか 

ィ メヱジ 

力す 力な # 



どこ ともないが 

大空に 水が わくの か 

力 な 力.^ るの 力 

なんと はなく 

まともに は みられぬ こころ だ 

大空に わくの は 

おもたい 水な のか 

おも ひ 



ひとつの ながれ 

ひとつの 

な 力.. 

ある ごとし、 

いづく にか 空に かかりて か 

る、 る、 と 

ながる- b しさ 

宇宙の 良心 



宇宙の 良心 I 耶蘇 

空と 光 

きざ 

彫 まれた る 

空よ 

光よ 

おも ひなき 哀し さ 



柳ち 力る く 

やなぎ も かるく 

春 も かるく 

赤い 山車に は 赤い 児が ついて 

青い 山車に は 青い 児が ついて 

# も 力る く 

はる もガ るく 

け ふの まつ リは 花の よう だ 
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